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新しい学校 

校 長  寺下 憲志 

 

 ようやく学校の教育活動が再開されます。すでにお知らせしていますように段階的

ではありますが、全校児童が毎日登校する学校の日常が戻ってきます。 

 しかし、日常と言ってもこれまで通りというわけにはいきません。 

  ・登校前の検温、健康観察 

・登校時からマスクの着用 

  ・手洗いの励行、感染防止を意識した授業づくり 

  ・児童下校後の消毒作業  など 

臨時休業前とは違う「新しい学校」の姿が求められます。 

 少しイメージしてみると、登校して教室に入る前に健康チェック、検温やマスクを

忘れた児童がいるとその対応、全員確認が取れてからの朝の会。 

 机と机、教卓と児童まで距離が一定確保された中での授業。話し合い活動も内容を

精選する。音楽や体育の時間など飛沫が飛んだり、人との接触するような活動には配

慮する。給食時間は机を班の形にすることなく、会話は控える。休み時間に遊んだ後

は必ず手洗いをする。下校する際も下足室が混雑することがないように、少し時間を

ずらす。 

そして、子どもたちが下校したら職員で消毒作業を行い、会議や明日の授業の準備を

する。こんな感じでしょうか。 

 教育活動の再開といっても「新しい学校」は簡単にはいきません。教職員一同、様々

な状況をシミュレーションしながら対応していきますが、不手際もあるかと思います。

実際、この間の登校日でも職員間の意思疎通がうまくいかず、保護者にご迷惑をおか

けするといった場面もありました。 

 子どもたちが安心して学校に登校できるよう配慮しながら、教育活動をスタートさ

せてまいります。保護者の皆様のご理解、ご協力をお願いします。 

 最後になりますが、学校の HP（ホームページ）をたくさん見ていただいているとの

こと。本当にありがとうございます。このような状況の中、学校 HPやメールで情報を

発信することが増えています。引き続きよろしくお願いします。 

  

 

 



 


